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診療前後、他の患者が密集する待合室で待ち続ける――。“三密”やソーシャルディスタンスの概念が広まっ
た今、これからの外来診療所に求められるのは、来院から帰宅までいかに待たせず・密集させず必要な医療
を提供できるかではないか。本特集では、主にハード面から、診療所のスマートな院内オペレーション構築に
ついて考える。

診療所の
スマートオペレーション

時代は密集しない・待たせない！
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受付や待合室、診察室などの間取りや動線は、診療所におけるオペレーションの効率性を左右す
る大きな要素の一つだ。本パートでは、診療所の設計・デザインを専門とする株式会社コンパスの長
渡和久代表取締役に、間取りや動線の工夫について話を聞いた。

間取りを見直せば効率も変わる
診療所設計の基本を徹底解説

◆ 解説

Part.1

当
社
は
20
年
以
上
に
わ
た
り
、「
奇

を
て
ら
わ
ず
、
使
い
や
す
く
、
無
駄
が

な
い
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
多
く
の
診

療
所
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
。
診
療

所
の
設
計
や
デ
ザ
イ
ン
は
、
時
代
や
社

会
の
変
化
、
患
者
層
や
地
域
、
テ
ナ
ン

ト
や
土
地
の
面
積
や
形
、
診
療
科
目
、

ス
タ
ッ
フ
数
、
院
長
が
実
現
し
た
い
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
優
先
お
よ
び
配

慮
す
べ
き
こ
と
が
変
わ
る
た
め
、
設
計

に
万
能
の
正
解
は
無
い
。

た
だ
、
作
業
効
率
の
悪
い
診
療
所
に

な
ら
な
い
た
め
に
押
さ
え
て
お
く
べ
き

ポ
イ
ン
ト
は
あ
る
。
本
稿
で
は
、
診
療

所
の
設
計
を
考
え
る
う
え
で
覚
え
て
お

き
た
い
基
本
事
項
を
解
説
す
る
。

医
療
機
関
の
設
計
は
、
次
の
２
タ
イ

プ
に
分
け
て
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。

１
つ
目
は
、
受
付
や
診
察
室
、
処
置

室
、
検
査
室
な
ど
を
単
独
の
機
能
と
し

て
分
離
し
、
そ
れ
ら
を
廊
下
で
つ
な
ぐ

「
線
型
」タ
イ
プ
だ（
図
１
）。
こ
れ
は

主
に
、
病
院
や
大
型
診
療
所
に
向
い
て

①
設
計
の
タ
イ
プ

兼
務
が
多
い
診
療
所
で
は

「
面
型
」の
設
計
が
効
率
的

い
る
。
大
き
な
医
療
機
関
で
は
、
従
事

す
る
人
数
が
多
く
、
業
務
も
部
門
ご
と

に
分
担
さ
れ
る
た
め
、
診
療
中
に
各
部

屋
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、「
線
型
」タ
イ
プ
を
取
り
入
れ

て
も
効
率
が
落
ち
な
い
。

ま
た
、「
線
型
」タ
イ
プ
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、

作
業
や
時
間
の
効
率
よ
り
も
、
患
者
満

足
度
を
優
先
す
る
自
費
診
療
中
心
の
診

療
所
な
ど
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

２
つ
目
は
、
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
、
患

者
の
い
る
場
所
を
ゾ
ー
ン
で
分
け
な
が

ら
設
計
す
る「
面
型
」タ
イ
プ
だ（
図

２
）。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
受
付
が
検
尿

の
準
備
を
し
た
り
、
看
護
師
が
電
話
応

対
を
し
た
り
、
院
長
が
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
し
た
り
な
ど
、
頻
繁
に
院
内
を
移
動

し
た
り
、
院
長
や
ス
タ
ッ
フ
が
業
務
を

兼
務
す
る
こ
と
が
多
い
小
規
模
診
療
所

に
向
い
て
い
る
。「
面
型
」タ
イ
プ
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
移
動
距
離
を
短
く
で
き
、

患
者
の
動
線
を
分
け
や
す
く
、
廊
下
が

少
な
い
の
で
面
積
効
率
も
上
が
る
。

私
は
基
本
的
に
、
少
な
い
ス
タ
ッ
フ

数
で
時
間
効
率
や
作
業
効
率
の
向
上
を

目
指
す
診
療
所
や
、
テ
ナ
ン
ト
面
積
の

小
さ
な
診
療
所
で
は「
面
型
」タ
イ
プ

を
お
す
す
め
し
、
効
率
よ
り
も
患
者
満

足
度
を
優
先
す
る
こ
と
で
高
い
患
者
単

価
を
設
定
で
き
る
自
費
診
療
や
、
比
較

的
、
規
模
が
大
き
く
、
通
常
よ
り
も
多

い
ス
タ
ッ
フ
数
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
予
定
の
診
療
所
で
は「
線
型
」タ

イ
プ
を
お
す
す
め
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
院
長
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン

や
、
診
療
科
、
診
療
方
針
、
想
定
さ
れ

る
患
者
層
な
ど
に
合
わ
せ
て
設
計
の
タ

イ
プ
を
考
え
、
そ
れ
に
よ
り
必
要
な
テ

ナ
ン
ト
面
積
や
ス
タ
ッ
フ
数
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し

た
想
定
は
、
開
業
後
の
固
定
費
や
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

を
理
解
し
て
お
き
た
い
。

院
内
を
、
患
者
と
ス
タ
ッ
フ
両
方
が

出
入
り
す
る「
オ
モ
テ
」と
、
ス
タ
ッ

フ
の
み
の「
ウ
ラ
」に
分
け
て
考
え
て

み
る
。
前
者
は
、
診
察
室
や
処
置
室
、

待
合
、
後
者
は
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
院
長

室
な
ど
だ
。
こ
の「
オ
モ
テ
」と「
ウ
ラ
」

を
混
在
さ
せ
る
と
、
少
人
数
で
の
効
率

的
な
院
内
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
な

く
な
る
。
た
と
え
ば
、
患
者
が
診
察
室

（
オ
モ
テ
）か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
室（
オ
モ

テ
）に
移
動
す
る
た
め
に
、操
作
室（
ウ

ラ
）を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

②
エ
リ
ア
の
分
類

院
内
の
動
線
を
左
右
す
る

 「
オ
モ
テ
」と「
ウ
ラ
」

診
療
所
の
設
計
に

万
能
の
答
え
は
な
い
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た
提
案
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
院

長
も
、
開
業
後
に「
使
い
づ
ら
い
」と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
図
面
を
確
認
す
る

際
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

自
院
に
合
っ
た
設
計
に
は
何
を
大
切

に
す
べ
き
か
、
基
本
を
理
解
し
つ
つ
、

設
計
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

次
は
、
私
が
長
年
診
療
所
設
計
に
携

わ
っ
て
き
た
経
験
に
基
づ
く
、
各
論
的

な
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

私
は
、院
内
の
要
で
あ
る
診
察
室
は
、

院
内
中
央
に
据
え
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
て
い
る
。
理
由
は
、
院
長
が
院
内
全

体
の
動
き
や
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な

る
た
め
だ
。
た
と
え
ば
、
診
察
室
が
院

内
の
端
に
あ
る
と
、
そ
こ
か
ら
遠
い
場

所
の
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
の
状
況
を
簡
単

に
は
把
握
で
き
な
い
。
診
察
室
を
中
心

に
置
き
、
院
内
ど
の
場
所
に
も
近
い
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
院
長
が
周
り
の

雰
囲
気
や
様
子
を
日
頃
か
ら
感
じ
や
す

く
な
り
、
組
織
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

中
心
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

た
だ
し
、
組
織
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
中
心
を
受
付
や
看
護
師
が
担
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
受
付
や
看

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

①

診
察
室
は
院
内
中
央
に
配
置

図１　「線型」タイプの設計イメージ

護
師
を
中
央
に
持
っ
て
く
る
ほ
う
が
使

い
や
す
い
が
、
院
長
が
診
療
や
検
査
と

い
っ
た「
診
療
所
業
務
の
一
部
分
」を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
業
務

だ
け
で
な
く
、
組
織
内
の
人
間
関
係
に

も
影
響
が
出
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ

と
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

院
内
の
部
屋
は
、
全
体
の
テ
ナ
ン
ト

面
積
に
左
右
さ
れ
な
い「
不
変
区
画
」

と
、
左
右
さ
れ
る「
可
変
区
画
」に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
テ

ナ
ン
ト
面
積
が
２
倍
に
な
っ
た
と
き
、

診
察
室
の
広
さ
も
２
倍
に
す
る
必
要
は

あ
る
だ
ろ
う
か
。
部
屋
数
を
増
や
し
た

り
、
医
療
機
器
や
什
器
を
増
や
す
理
由

で
多
少
大
き
く
し
た
り
す
る
の
は
あ
り

得
る
が
、
２
倍
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

逆
に
、
テ
ナ
ン
ト
面
積
が
半
分
に
な
っ

て
も
、
診
察
室
を
半
分
に
す
る
と
使
え

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
全
体
の
面
積
に

か
か
わ
ら
ず
必
要
な
面
積
が
大
幅
に
変

わ
ら
な
い
の
が
、「
不
変
区
画
」だ
。

一
方
、
待
合
や
処
置
室
、
休
憩
室
な

ど
は
、
全
体
の
面
積
に
応
じ
て
面
積
を

変
え
て
も
使
用
人
数
や
頻
度
で
調
整
で

き
る「
可
変
区
画
」で
あ
る
。
テ
ナ
ン

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

②

各
部
屋
の
面
積
が「
可
変
」か

「
不
変
」か
確
認
す
る

な
ケ
ー
ス
だ
。

図
面
を「
患
者
の
み
入
る
」「
患
者
と

ス
タ
ッ
フ
両
方
が
入
る
」「
ス
タ
ッ
フ

の
み
入
る
」で
色
分
け
し
た
場
合
、
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な

設
計
が「
オ
モ
テ
」「
ウ
ラ
」が
混
在
し

て
い
な
い
設
計
と
言
え
る（
図
３
）。

患
者
は
、
入
口
か
ら
入
り
、
受
付
を

済
ま
せ
、
待
合
室
で
待
ち
、
診
察
室
で

診
察
を
受
け
、
処
置
な
ど
を
行
い
、
会

計
を
し
て
帰
る
――
患
者
の
来
院
か
ら

診
療
所
を
出
る
ま
で
の
流
れ
は
、
お
お

む
ね
こ
の
よ
う
に
な
り
、
入
る
部
屋
の

順
番
が
決
ま
っ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の

流
れ
を
、「
テ
マ
エ
」「
オ
ク
」と
い
う

言
葉
で
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
順
番

が
守
ら
れ
て
い
る
と
患
者
を
ス
ム
ー
ズ

に
誘
導
し
や
す
い（
図
４
）。

＊

以
上
の
①
～
③
は
、
私
が
診
療
所
の

設
計
の
相
談
を
受
け
た
際
に
指
摘
す
る

こ
と
が
多
い
項
目
で
あ
る
。
特
に
、
②

や
③
は
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
る
と
思

う
が
、
実
は
、
守
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
散
見
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、
診
療
所

設
計
の
経
験
が
少
な
い
設
計
者
が
行
っ

③
院
内
の
構
成

患
者
視
点
か
ら
見
て

 「
テ
マ
エ
」か
ら「
オ
ク
」へ

図２　「面型」タイプの設計イメージ
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調整する。

60％

テナント
面積

100％

テナント
面積

140％

テナント
面積
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WC
スタッフ
WC

院長室スタッフ
更衣

スタッフ
更衣

スタッフ
WC
スタッフ
WC

入口▶

入口▶

待合室

処置室

処置室

受付 診察室1

受付 診察室1待合室

バックヤード

バックヤード

X線室患者
WC

患者
WC

スタッフ
WC
スタッフ
WC X線室

入口▶

ト
の
全
体
面
積
を
変
え
ず
に
新
た
な
機

能
を
追
加
す
る
場
合
は
、「
可
変
区
画
」

で
調
整
す
る
場
合
が
多
い
。

院
内
の
各
部
屋
が「
不
変
」か「
可
変
」

か
理
解
し
て
お
か
な
い
と
、
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
で
き
な
い
の

で
、
注
意
が
必
要
だ（
図
５
）。

動
線
を
考
え
る
際
は
、「
患
者
の
動

線
を
短
く
す
る
」か
、「
ス
タ
ッ
フ
の

動
線
を
短
く
す
る
」か
悩
み
ど
こ
ろ
だ

が
、
少
な
い
人
員
で
多
く
の
患
者
を
診

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

③

動
線
は
患
者
よ
り
ス
タ
ッ
フ
を

短
く
す
る
ほ
う
が
効
率
的

た
と
え
ば
、
ロ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
置
く

と
入
口
か
ら
受
付
ま
で
の
動
線
に
支
障

が
で
て
し
ま
う
待
合
や
、
必
要
な
機
器

が
入
ら
な
い
検
査
室
な
ど
の
ケ
ー
ス
が

あ
る
。こ
れ
ら
は
、図
面
に
家
具（
什
器
）

や
機
器
を
描
い
て
い
な
い
こ
と
が
原
因

で
あ
る
場
合
が
多
い
。
極
端
な
話
、
コ

ン
セ
ン
ト
の
数
な
ど
は
開
業
後
で
も
対

応
で
き
る
が
、
必
要
な
検
査
機
器
を
置

く
場
所
が
な
い
な
ど
は
簡
単
に
対
応
で

き
な
い
。逆
に
、骨
格
の
設
計
さ
え
し
っ

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

④

面
積
や
動
線
は
家
具
の
配
置
も

含
め
て
考
え
る

図３　診療所の「オモテ」「ウラ」のイメージ 図4　診療所の「テマエ」「オク」のイメージ

図５　「可変区画」「不変区画」のイメージ

る
と
い
う
観
点
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
動

線
を
短
く
す
る
ほ
う
が
業
務
効
率
は
上

が
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
効
率
が
上
が

れ
ば
、
必
然
的
に
患
者
対
応
も
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
結
果
的
に
患
者
を
待
た
せ

る
時
間
も
短
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

ま
た
、「
見
え
な
い
動
線
」も
重
要
だ
。

こ
れ
は
た
と
え
ば
、
紙
の
書
類
や
検
尿

コ
ッ
プ
の
受
け
渡
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た

情
報
共
有
な
ど
、
人
間
以
外
の
モ
ノ
や

情
報
が
行
き
来
す
る
動
線
の
こ
と
で
あ

る
。ス
タ
ッ
フ
の
動
線
を
短
く
し
て
も
、

書
類
の
受
け
渡
し
に
院
内
を
遠
回
り
す

る
こ
と
に
な
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
の

で
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。
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休憩室

リハビリ室

リハビリ室

院長室

院長室

受付
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付

診察室

診察室
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診察室

処置室

処置室

WC

WC

W
C

WC

WC

X線室

X線室

入口 ▶

将来増床スペース

通用口

▶

職員入口

▶

ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
に
見

え
る
が
、
診
療
所
の
仕
事
の
流
れ
を
知

る
方
が
見
れ
ば
、
兼
務
前
提
の
院
長
や

ス
タ
ッ
フ
動
線
の
短
い
、
業
務
効
率
の

良
い
設
計
だ
と
お
わ
か
り
だ
ろ
う
。
ま

た
、
業
務
効
率
を
上
げ
な
が
ら
設
計
す

る
た
め
、
約
35
坪
の
面
積
が
余
っ
た
。

院
長
や
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
プ
ラ
ン
に
大

満
足
さ
れ
、
結
局
移
転
工
事
は
設
計
も

工
事
も
弊
社
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

移
転
半
年
後
、
同
院
を
訪
れ
た
際
、

院
長
は
、「
コ
ン
パ
ス
に
お
願
い
し
て

業
務
の
無
駄
を
な
く
し
、
人
員
を
減
ら

そ
う
と
思
っ
た
の
に
増
や
す
羽
目
に

な
っ
た
よ
」と
満
面
の
笑
顔
で
お
話
し

さ
れ
た
。
聞
く
と
、
移
転
前
は
１
２
０

人
／
日
程
度
だ
っ
た
患
者
数
が
２
５
０

人
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

今
で
は
余
っ
た
ス
ペ
ー
ス
も
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
に
拡
張
し
て
３
５
０
人
ほ
ど
に
な

り
、
多
く
の
挑
戦
を
さ
れ
な
が
ら
地
域

医
療
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
診
療
所
の

設
計
に
正
解
は
な
い
が
、院
長
、ス
タ
ッ

フ
、
患
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
、
無

駄
の
な
い
設
計
を
探
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
診
療
所

に
患
者
や
地
域
と
良
い
関
係
を
築
い
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
、切
に
願
っ
て
い
る
。

長渡和久
株式会社コンパス
http://www.compass-co.com/
代表取締役／一級建築士
（神戸芸術工科大学大学院修了）

ながと・かずひさ●株式会社コンパスを診療所専門の建築会社として
業態変更。各所の開業セミナー等で、クリニックや保険調剤薬局の設計
についての講演を行う。事例や経験に基づく話は、論理的かつ説得力が
あり、多くの医師、開業コンサルタント等から信頼を得ている。全国の開業
準備を行なっている医師や開業医から、新築・新装・改装の相談の他、
診療所の設計に関するセカンドオピニオン等も依頼されている

か
り
し
て
い
れ
ば
、
小
さ
な
変
更
は
開

業
後
で
も
行
え
る
の
で
、
骨
格
の
設
計

で
は
、
そ
こ
に
入
る
物
や
使
い
方
を
再

三
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

＊

最
後
に
、
当
社
が
行
っ
て
い
る
設
計

図
面
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン（
有
料
）

で
実
際
に
設
計
を
見
直
し
た
結
果
、
院

長
や
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
に
非
常
に
ご
満

足
い
た
だ
い
た
例
を
紹
介
す
る
。

図
６
は
、
あ
る
整
形
外
科
診
療
所
の

移
転
の
ご
相
談
で
、
移
転
前
の
動
線
や

設
計
が
非
常
に
悪
く
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
大
幅
に
改
善
し
た
い
と
の
ご
要
望

だ
。
移
転
先
の
テ
ナ
ン
ト
は
約
１
３
０

坪
で
、
他
の
設
計
事
務
所
に
図
面
を
書

い
て
も
ら
っ
た
が
、
ど
う
も
使
い
に
く

そ
う
だ
と
い
う
話
だ（
図
６
①
）。

私
は
院
長
に
、
こ
の
設
計
は
業
務
分

担
を
前
提
と
し
た「
線
型
」プ
ラ
ン
で

あ
る
と
伝
え
、
こ
こ
ま
で
説
明
し
た
よ

う
な
注
意
点
を
お
話
し
し
た
。そ
し
て
、

私
に
も
提
案
図
面
を
書
い
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
、
書
い
た
の
が
図
６
②
だ
。

図６　ある整形外科診療所の設計前と設計後の比較
① 他社の設計したプラン

② 長渡氏が設計したプラン
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特集2 診療所のスマートオペレーション時代は密集しない・待たせない！
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